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 パラメータを変化させることで，実在する単軸状サンゴの 2 群体，樹状形態（Dendrophyllia arbuscula）
と塊状形態（Tubastraea coccinea）を再現できた．両形態では，時間変化に伴う個体数の変化や個体の配
置，個体同士の衝突の様子が大きく異なることがわかった． 


















ゴの 2種である、Dendrophyllia arbuscula（樹状）と Tubastraea coccinea（塊状）を再現した。その上
で、両形態で、成長に伴う個体数の変化や個体の配置、個体同士の衝突の様子が大きく異なることを解明
した。さらに、仮軸状形態の 2種（Dendrophyllia cribrosaと D. boschmai）について、群体性質の違い
を解析した。出芽様式の変化により、仮軸の構造は両種間で異なり、仮軸の伸長速度や個体間の距離も変
化した。また、群体内の個体が作用し影響を及ぼす範囲「テリトリー」の概念を導入し、単軸状群体の成
長に伴うテリトリー変化を解析した。両種間でテリトリーの形態は異なり、テリトリー重複の経時的な変
化も異なることが明らかとなった。群体をとりまく環境との関係は、内的要因のパラメータで変化するこ
とが示唆される。これらの結果は、絶滅サンゴ化石を用いた古環境復元や生態復元など、様々な研究分野
に適用できる可能性が高い。  
 本論文は、群体サンゴ成長様式の本質的な理解につながる解明をしており、高く評価できる。本研究成
果は、古生物学や形態学へ大きく寄与するものである。よって、博士（理学）の学位を授与するに値する
と審査した。 
